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は
じ
め
に

『
他
師
破
決
集
』
の
撰
者
で
あ
る
侍
従
僧
正
了
賢
（
一
二
七
九
～
一
三
四
七
）
は
、『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
心
蓮
院
本１
）
に
は
、

了
賢
僧
正　
　

侍
従
、
毛
利
時
賢
子
、
了
遍
僧
正
御
附
法
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
附
法
八
人

と
説
か
れ
、
ま
た
同
じ
く
『
仁
和
寺
諸
院
家
記
』（
恵
山
書
写
本２
） 

に
は
、

了
賢
僧
正　
　

侍
従
、
毛
利
親
宗
子
、
了
遍
僧
正
附
法
、
仁
和
寺
・
大
覚
寺
等
学
頭
、
正
安
元
年
十
一
月
十
九
日
、

於
菩
提
院
道
場
、
対
大
僧
正
了
遍
受
灌
頂
、
色
衆
八
口
、
教
授
前
大
僧
正
禅
助
、
但
別
座
、
貞
和
三

年　

月　

日
、
入
滅

と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
毛
利
時
賢
、
あ
る
い
は
毛
利
親
宗
の
子３
で
あ
り
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
に
仁
和
寺
菩
提
院
に

お
い
て
了
遍
（
一
二
二
四
～
一
三
一
一
）
よ
り
灌
頂
を
受
け
、
東
寺
・
仁
和
寺
・
大
覚
寺
の
学
頭
と
な
っ
た
学
匠
で
あ
る
。

了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
訳
注
（
五
）
―
巻
第
一
ノ
五
―
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淳
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ま
た
、
そ
の
主
著
『
他
師
破
決
集
』
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
に
よ
れ
ば４
、
他
宗
の
諸
学
匠
（
徳
一
・
道
詮
・
珍
海
・

最
澄
・
円
珍
・
安
然
・
兼
証
・
淡
海
三
船
等
）
が
東
密
の
教
義
等
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
疑
難
を
破
す
る
た
め
の
書
で
あ
り
、

三
十
一
の
条
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
巻
二
の
奥
書
に
は
、「
元
徳
三
年
正
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一
。
法
印

権
大
僧
都
了
賢５

」
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
巻
五
の
奥
書
に
は
、「
正
慶
元
年
五
月
日
、
依
二
大
覚
寺
殿
仰
一
注
二
進
之
一
／
法
印

権
大
僧
都
了
賢６

」
と
あ
る
通
り
、元
徳
三
年
（
一
三
三
一
）、正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
の
頃
に
「
大
覚
寺
殿７
」
の
仰
せ
に
よ
っ

て
撰
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
他
師
破
決
集
』
は
、
先
行
研
究
で
は
、
主
に
徳
一
の
『
真
言
宗
未
決
文
』
に
対
す
る
反
駁
書
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
学
匠
に
対
す
る
反
駁
が
扱
わ
れ
た
論
稿
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
は
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
の
み
で
あ
り
、
了
賢
や
『
他
師
破
決
集
』
自
体
を
扱
っ
た
研
究
は
全
く
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
こ
で
『
他
師
破
決
集
』
の
全
体
像
を
把
捉
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
訳
注
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
訳
注
に
お

い
て
用
い
る
の
は
、「
承
応
二
年
刊
本
」
を
底
本
、「
仁
和
寺
蔵
古
写
本
」
を
対
校
本
と
し
た
、『
真
言
宗
全
書
』
巻
二
一

所
収
の
本
で
あ
る
。
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了賢撰『他師破決集』訳注（五）（別所）

　
　

凡
　
例

一
、
本
稿
は
、
了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
の
【
原
文
】
に
、【
訓
読
】・【
典
拠
】・【
解
説
】
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、	【
原
文
】
は
、詳
細
な
【
解
説
】
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、条
目
を
更
に
細
か
く
区
切
る
こ
と
と
し
た
。
尚
、【
訓

読
】
を
表
記
し
て
い
る
た
め
、【
原
文
】
に
返
り
点
を
付
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

三
、
条
目
に
は
、『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
七
頁
上
～
一
二
八
頁
上
）
に
し
た
が
っ
て
通
番
号
を
付
し
た
。
巻
第
一
ノ
五

に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

五
、
大
日
経
結
集
者
誰
人
耶
事
（
後
半
部
）

四
、【
原
文
】
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
の
類
も
含
め
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
踊
り
字
も

元
の
字
体
に
改
め
た
。
中
略
を
示
す
「
〇
」
に
つ
い
て
は
【
原
文
】【
訓
読
】
と
も
に
「
…
…
（
中
略
）
…
…
」
と
表

記
し
た
。

五
、【
訓
読
】
は
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
文
意
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
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の
字
体
を
用
い
た
。
ま
た
書
名
は
原
則
と
し
て
『　

』
で
囲
い
、引
用
文
も
「　

」
で
囲
っ
た
。
ま
た
割
注
に
は
〈　

〉

を
付
し
た
。

六
、【
典
拠
】
に
お
け
る
主
要
引
用
文
献
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

　
　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
→
大
正
、『
弘
法
大
師
全
集
』
→
弘
全
、『
大
日
本
仏
教
全
書
』
→
仏
全

『
真
言
宗
全
書
』
→
真
全
、
鈴
木
版
『
日
本
大
蔵
経
』
→
日
蔵

七
、【
解
説
】
は
、
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
も
、
で
き
る
限
り
現
代
語
訳
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

	

訳
注
研
究

【
原
文
】

大
日
経
開
題
云
、問
。何
人
如
是
指
語
。答
。有
三
釈
。初Y

É
c


之
詞
也
。次Ã

œ
n
|

親
之
指
言
也
。三u

w

爾
有
、

無
人
増
減
。p

›
J
√

者
、
金
剛
薩
埵
釈
云
、
離
伝
聞
出
工
言
。
我
金
剛
薩
埵
、
親
従
大
日
尊
聞
也
文
。
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了賢撰『他師破決集』訳注（五）（別所）

【
訓
読
】

『
大
（
１
）
日
経
開
題
』
に
云
く
、「
問
う
。
何
か
な
る
人
の
「
如
是
」
と
指
す
語
ぞ
や
。
答
う
。
三
釈
あ
り
。
初
に
は
バ
ザ
ラ

サ
ト
バ
の
詞
な
り
。
次
に
は
ベ
イ
ロ
シ
ャ
ノ
ウ
の
親
り
の
指
す
言
な
り
。
三
に
は
タ
ラ
マ
爾
（
法
爾
）
の
有
に
し
て
、
人

の
増
減
す
る
こ
と
無
し
。
マ
ヤ
シ
ュ
ロ
タ
と
は
、
金
（
２
）
剛
薩
埵
の
釈
に
云
く
、「
伝
聞
を
離
れ
工
言
を
出
で
た
り
。
我
れ
金

剛
薩
埵
、
親
り
大
日
尊
に
従
っ
て
聞
く
な
り
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
大
日
経
開
題
』：
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）『
大
日
経
開
題
』（
弘
全
一
・
六
六
三
頁
）。

（
２
）
金
剛
薩
埵
の
釈
：
詳
細
不
明
。

【
解
説
】

こ
れ
よ
り
以
下
は
、
本
条
目
「
大
日
経
結
集
者
誰
人
耶
事
」
作
成
の
際
に
参
照
し
た
と
さ
れ
る
経
典
・
論
書
等
の
引
用

文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
（
便
宜
上
、
資
料
編
と
す
る
）。
し
た
が
っ
て
、
了
賢
自
ら
が
紡
い
だ
文
は
な
い
（
本
条
目
の
議
論

に
つ
い
て
は
、
前
号
〈『
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
六
号
・
二
〇
二
一
〉
所
収
の
拙
論
「
了
賢
撰
『
他
師
破
決
集
』
訳
注
（
四
）

―
巻
第
一
ノ
四
―
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

了
賢
は
、
こ
の
資
料
編
に
お
い
て
、
計
十
二
の
引
用
文
を
引
い
て
い
る
。
十
二
の
引
用
文
の
出
典
を
示
せ
ば
、
以
下
の
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よ
う
に
な
る
。

①
『
大
日
経
開
題
』	

②
『
秘
蔵
記
』	

③
『
大
乗
義
章
』	

④
『
教
時
問
答
』

⑤
『
仁
王
般
若
経
疏
』	

⑥
『
教
時
問
答
』	

⑦
『
仏
心
経
』	

⑧
『
教
時
問
答
』

⑨
『
大
日
経
疏
鈔
』	

⑩
『
教
時
問
答
』	

⑪
『
教
時
問
答
』	

⑫
『
曼
荼
羅
問
答
』

は
じ
め
に
、
空
海
『
大
日
経
開
題
』
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
『
大
日
経
開
題
』
で
は
、『
大
日
経
』
の
「
如
是
」

と
は
誰
が
言
っ
た
言
葉
な
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
三
釈
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。
第
一
は
金
剛
薩
埵
（vajra-

sattva

）、
第
二
は
大
日
如
来
（vairocana

）
自
身
、
第
三
は
法
（dharm

a

）
爾
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
我
聞
」（m

ayå 

ßrutam

）
に
つ
い
て
、
金
剛
薩
埵
の
釈
（
詳
細
不
明
）
と
し
て
、「
人
か
ら
伝
え
聞
い
た
も
の
で
も
、
言
葉
を
作
り
出
し
た

の
で
も
な
く
、
私
（
金
剛
薩
埵
）
が
直
接
大
日
如
来
に
従
っ
て
聞
い
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
大
日
経
開
題
』
の
文
は
、『
大
日
経
』
の
結
集
者
（「
如
是
我
聞
」
の
「
我
」）
が
誰
な
の
か
と
い

う
本
条
目
の
議
論
に
つ
い
て
、
阿
難
（
問
者
の
見
解
）、
金
剛
薩
埵
（
答
者
の
見
解
）
の
両
説
が
あ
る
う
ち
、
答
者
側
の
典
拠

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
原
文
】
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了賢撰『他師破決集』訳注（五）（別所）

秘
蔵
記
云
、
結
集
。
修
多
羅
阿難
、
毘
那
耶
蔵
優
婆
離

、
阿
卑
達
摩
迦
旃
延

、
般
若
文殊
、
秘
密
普賢
、
是
守
護
国
界
経
所
説
。
又
顕
教
中
説

云
、
仏
滅
度
後
、
普
賢
・
文
殊
菩
薩
、
率
阿
難
於
鉄
囲
間
結
集
諸
経
。
是
則
総
。
守
護
国
界
経
所
説
別
也
耳
文
。

【
訓
読
】

『
秘
（
１
）
蔵
記
』
に
云
く
、「
結
集
。
修
多
羅
（
阿
難
）、毘
那
耶
蔵
（
優
婆
離
）、阿
卑
達
摩
（
迦
旃
延
）、般
若
（
文
殊
）、秘
密
（
普

賢
）、
是
れ
『
守
（
２
）
護
国
界
経
』
の
所
説
な
り
。
又
（
３
）
顕
教
の
中
に
説
い
て
云
く
、「
仏
滅
度
の
後
、
普
賢
・
文
殊
菩
薩
、
阿
難

を
率
い
て
鉄
囲
の
間
に
於
て
諸
経
を
結
集
せ
し
む
」と
。
是
れ
は
則
ち
総
な
り
。『
守
護
国
界
経
』の
所
説
は
別
な
る
の
み
」

と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
秘
蔵
記
』：
伝
空
海
『
秘
蔵
記
』（
弘
全
二
・
四
一
頁
）。

（
２
）	『
守
護
国
界
経
』：『
守
護
国
界
経
』
と
あ
る
が
、実
際
に
は
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
（
大
正
八
・
八
六
八
頁
下
）

に
、「
復
次
慈
氏
我
滅
度
後
、
令
下
阿
難
陀
受
二
持
所
レ
説
素
咀
纜
蔵
一
、
其
鄔
波
離
受
二
持
所
レ
説
毘
奈
耶
蔵
一
。
迦
多

衍
那
受
二
持
所
レ
説
阿
毘
達
磨
蔵
一
、
曼
殊
室
利
菩
薩
受
二
持
所
レ
説
大
乗
般
若
波
羅
蜜
多
一
。
其
金
剛
手
菩
薩
受
中
持

所
レ
説
甚
深
微
妙
諸
総
持
門
上
」
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
た
解
釈
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
勝
又
俊
教
編
『
弘

法
大
師
著
作
全
集
』
巻
二
、
山
喜
房
仏
書
林
・
一
九
七
〇
、
等
）。
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（
３
）
顕
教
の
中
：
次
の
【
原
文
】
に
示
し
た
『
大
乗
義
章
』
巻
一
（
大
正
四
四
・
四
六
六
頁
下
、
四
六
九
頁
中
に
同
文
あ
り
）

を
指
す
か
。

【
解
説
】

資
料
編
の
第
二
の
文
は
『
秘
蔵
記
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
顕
教
の
説
を
「
総
」、『
守
護
国
界
経
』
の
説
を
「
別
」
と

し
た
、
総
・
別
の
二
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
総
の
見
解
（
顕
教
）
で
は
阿
難
、
別
の
見
解
（『
守
護
経
』：
密
教
）
で
は
普
賢
（
＝

金
剛
薩
埵
）
が
結
集
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

な
お
、
注
記
し
た
通
り
、『
守
護
国
界
経
』
と
あ
る
も
の
の
、
こ
の
見
解
は
『
六
波
羅
蜜
多
経
』
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

【
原
文
】

大
乗
義
章
第
一
云
、
竜
樹
亦
云
、
迦
葉
・
阿
難
、
於
王
舎
城
結
集
三
蔵
為
声
聞
蔵
、
文
殊
・
阿
難
、
於
鉄
囲
山
集
摩
訶
衍

為
菩
薩
蔵
文
。

【
訓
読
】

『
大
（
１
）
乗
義
章
』
第
一
に
云
く
、「
竜
樹
亦
た
云
く
、迦
葉
・
阿
難
、王
舎
城
に
於
て
三
蔵
を
結
集
し
て
声
聞
蔵
と
為
し
、文
殊
・
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了賢撰『他師破決集』訳注（五）（別所）

阿
難
、
鉄
囲
山
に
於
て
摩
訶
衍
を
集
め
て
菩
薩
蔵
と
為
す
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
大
乗
義
章
』：
慧
遠
『
大
乗
義
章
』
巻
一
（
大
正
四
四
・
四
六
六
頁
下
、
四
六
九
頁
中
に
同
文
あ
り
）。
な
お
、「
竜
樹
云
」

と
あ
る
通
り
、こ
の
文
は
『
大
智
度
論
』
巻
一
〇
〇
（
大
正
二
五
・
七
五
六
頁
中
）
に
、「
復
次
有
人
言
、如
二
摩
訶
迦
葉
一
、

将
二
諸
比
丘
一
在
二
耆
闍
崛
山
中
一
集
二
三
蔵
一
。
仏
滅
度
後
、
文
殊
尸
利
・
弥
勒
諸
大
菩
薩
、
亦
将
二
阿
難
一
集
二
是
摩

訶
衍
一
」
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
解
説
】

資
料
編
の
第
三
の
文
は
『
大
乗
義
章
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
竜
樹
の
説
（『
大
智
度
論
』
か
）
と
し
て
、
迦
葉
・
阿
難

が
三
蔵
を
集
め
て
声
聞
蔵
と
し
、
文
殊
・
阿
難
が
大
乗
を
集
め
て
菩
薩
蔵
と
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
『
大

日
経
』
を
大
乗
経
典
と
見
做
し
て
阿
難
を
結
集
者
と
す
る
典
拠
と
も
い
え
る
が
、
一
方
で
、
密
教
経
典
の
結
集
に
つ
い
て

の
言
及
が
な
い
た
め
、
阿
難
の
結
集
を
否
定
す
る
典
拠
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
原
文
】

又
云
、
問
。
若
約
阿
難
有
幾
種
耶
。
答
。
金
剛
頂
疏
云
、
正
法
念
経
明
三
阿
難
。
阿
難
、
此
云
歓
喜
。
持
小
乗
蔵
。
阿
難
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跋
陀
、
此
云
歓
喜
賢
。
持
雑
蔵
。
阿
難
婆
伽
、
此
云
歓
喜
海
。
持
仏
蔵
。
阿
含
経
云
、
有
典
蔵
阿
難
、
持
菩
薩
蔵
。
蓋
指

一
人
具
四
徳
矣
。
集
法
伝
云
、
有
三
阿
難
。
一
阿
難
。
此
云
慶
喜
、
持
声
聞
蔵
。
二
阿
難
跋
陀
。
此
云
喜
賢
、
持
独
覚
蔵
。

三
阿
難
伽
羅
。
此
云
喜
海
、
持
菩
薩
蔵
。
三
名
雖
異
、
但
一
人
矣
。
金
剛
仙
論
・
闍
王
懺
悔
経
亦
不
異
此
経
云
云
。

【
訓
読
】

又
（
１
）
云
く
、「
問
う
。
若
し
阿
難
に
約
せ
ば
幾
種
有
る
や
。
答
う
。『
金
（
２
）
剛
頂
疏
』に
云
く
、『
正
（
３
）
法
念
経
』に
三
阿
難
を
明
か
す
。

阿
難
、
此
れ
に
歓
喜
と
云
う
。
小
乗
蔵
を
持
す
。
阿
難
跋
陀
、
此
れ
に
歓
喜
賢
と
云
う
。
雑
蔵
を
持
す
。
阿
難
婆
伽
、
此

れ
に
歓
喜
海
と
云
う
。
仏
蔵
を
持
す
。『
阿
（
４
）
含
経
』
に
云
く
、
典
蔵
阿
難
有
り
、
菩
薩
蔵
を
持
す
と
。
蓋
し
一
人
の
四
徳

を
具
す
る
を
指
す
矣
。『
集
（
５
）
法
伝
』
に
云
く
、
三
阿
難
有
り
。
一
に
は
阿
難
。
此
れ
を
慶
喜
と
云
い
、
声
聞
蔵
を
持
す
。
二

に
は
阿
難
跋
陀
。
此
れ
を
喜
賢
と
云
い
、
独
覚
蔵
を
持
す
。
三
に
は
阿
難
伽
羅
。
此
れ
を
喜
海
と
云
い
、
菩
薩
蔵
を
持
す
。

三
名
異
な
り
と
雖
も
、
但
一
人
の
み
矣
。『
金
（
６
）
剛
仙
論
』『
闍
（
７
）
王
懺
悔
経
』
も
亦
た
此
の
経
に
異
な
ら
ず
云
云
」
と
。

【
典
拠
】

（
１
）
又
云
く
：
安
然
（
八
四
一
～
八
八
九
～
、
一
説
九
一
五
没
）『
教
時
問
答
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
〇
八
頁
上
～
中
）。

（
２
）『
金
剛
頂
疏
』：
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）『
金
剛
頂
経
疏
』
巻
一
（
大
正
六
一
・
二
二
頁
上
）。

（
３
）『
正
法
念
経
』：『
正
法
念
処
経
』（
大
正
一
七
・
七
二
一
番
）
や
、『
正
法
念
経
』
と
称
さ
れ
る
『
仏
説
分
別
善
悪
所
起
経
』
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（
大
正
一
七
・
七
二
九
番
）
に
、「
三
蔵
の
阿
難
」
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
智
顗
『
法
華
文
句
』
巻
一
上
（
大

正
三
四
・
四
頁
上
）
に
、「
正
法
念
経
明
二
三
阿
難
一
。
阿
難
陀
、
此
云
二
歓
喜
一
。
持
二
小
乗
蔵
一
。
阿
難
跋
陀
、
此
云
二

歓
喜
賢
一
。
受
二
持
雑
蔵
一
。
阿
難
娑
伽
、
此
云
二
歓
喜
海
一
。
持
二
仏
蔵
一
」
と
あ
る
こ
と
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、『
正
法
念
経
』
の
説
と
し
て
、
小
乗
蔵
（
阿
難
陀
）・
雑
蔵
（
阿
難
跋
陀
）・
仏
蔵
（
阿
難
娑
伽
）
の
三
蔵

の
阿
難
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）『
阿
含
経
』：『
阿
含
経
』：
前
注
と
同
様
、
智
顗
『
法
華
文
句
』
巻
一
上
（
大
正
三
四
・
四
頁
上
）
に
「
阿
含
経
有
二
典

蔵
阿
難
一
、
持
二
菩
薩
蔵
一
」
と
あ
る
こ
と
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。

（
５
）『
集
法
伝
』：
詳
細
不
明
。
こ
の
『
集
法
伝
』
の
引
文
は
、
良
賁
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
疏
』
巻
上
一
（
大
正

三
三
・
四
三
七
頁
上
）、
基
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
巻
一
末
（
大
正
三
四
・
六
六
三
頁
中
）、
澄
観
『
大
方
広
仏
華
厳
経
随

疏
演
義
鈔
』
巻
一
五
（
大
正
三
六
・
一
一
〇
頁
上
）
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
田
島
徳
音
訳
『
真
言
宗

教
時
義
』（『
国
訳
一
切
経
』
諸
宗
部
一
八
・
九
九
頁
）
で
は
、
こ
の
『
集
法
伝
』
に
つ
い
て
、「
散
逸
し
て
存
せ
ず
」
と

注
記
し
て
い
る
。

（
６
）『
金
剛
仙
論
』：『
金
剛
仙
論
』
巻
一
（
大
正
二
五
・
八
〇
〇
頁
下
）
に
、「
三
種
阿
難
大
・
小
・
中
乗
、
伝
二
持
三
乗
法
蔵
一
」

と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
７
）『
闍
王
懺
悔
経
』：
詳
細
不
明
。
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【
解
説
】

資
料
編
の
第
四
の
文
。「
又
云
く
」と
あ
る
が
、『
大
乗
義
章
』で
は
な
く
、安
然『
教
時
問
答
』の
文
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
、

阿
難
に
何
種
あ
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、円
仁
『
金
剛
頂
経
疏
』
を
も
っ
て
回
答
と
し
て
い
る
。『
金
剛
頂
経
疏
』
で
は
、

『
正
法
念
経
』『
阿
含
経
』『
集
法
伝
』（
詳
細
不
明
）
の
説
を
以
下
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
。

・『
正
法
念
経
』：
①
阿
難
（
歓
喜
：
小
乗
）、
②
阿
難
跋
陀
（
歓
喜
賢
：
雑
蔵
）、
③
阿
難
婆
伽
（
歓
喜
海
：
仏
蔵
）

・『
阿
含
経
』：
典
蔵
阿
難
（
菩
薩
蔵
）

・『
集
法
伝
』：
①
阿
難
（
慶
喜
：
声
聞
蔵
）、
②
阿
難
跋
陀
（
喜
賢
：
独
覚
蔵
）、
③
阿
難
伽
羅
（
喜
海
：
菩
薩
蔵
）　
（
名
は
異

な
る
も
た
だ
一
人
と
す
る
）

そ
し
て
、『
集
法
伝
』
の
説
と
『
金
剛
仙
論
』・『
闍
王
懺
悔
経
』（
詳
細
不
明
）
の
説
が
異
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

【
原
文
】

嘉
祥
仁
王
経
疏
云
、
若
依
金
剛
仙
論
、
明
三
種
阿
難
。
一
大
乗
阿
難
。
即
阿
難
海
。
持
大
乗
法
蔵
。
二
中
乗
阿
難
。
即
阿

難
陀
婆
羅
。
持
中
乗
法
蔵
。
三
小
乗
阿
難
。
阿
難
賢
。
持
小
乗
法
蔵
矣
。

【
訓
読
】

嘉
（
１
）
祥
の
『
仁
王
経
疏
』
に
云
く
、
若
し
『
金
（
２
）
剛
仙
論
』
に
依
ら
ば
、
三
種
の
阿
難
を
明
か
す
。
一
に
は
大
乗
阿
難
。
即
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ち
阿
難
海
な
り
。
大
乗
法
蔵
を
持
す
。
二
に
は
中
乗
阿
難
。
即
ち
阿
難
陀
婆
羅
な
り
。
中
乗
法
蔵
を
持
す
。
三
に
は
小
乗

阿
難
。
阿
難
賢
な
り
。
小
乗
法
蔵
を
持
す
矣
。

【
典
拠
】

（
１
）
嘉
祥
の
『
仁
王
経
疏
』：
吉
蔵
『
仁
王
般
若
経
疏
』
巻
上
一
（
大
正
三
三
・
三
一
六
頁
下
）。

（
２
）『
金
剛
仙
論
』『
金
剛
仙
論
』
巻
一
（
大
正
二
五
・
八
〇
〇
頁
下
）
に
、「
三
種
阿
難
大
・
小
・
中
乗
、
伝
二
持
三
乗
法
蔵
一
」

と
あ
る
こ
と
を
指
す
か
。
た
だ
し
、『
金
剛
仙
論
』
に
、「
阿
難
海
・
阿
難
陀
婆
羅
・
阿
難
賢
」
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

【
解
説
】

資
料
編
の
第
五
の
文
は
『
仁
王
般
若
経
疏
』
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
、『
金
剛
仙
論
』
の
説
と
し
て
、
①
大
乗
阿
難
（
阿

難
海
）、
②
中
乗
阿
難
（
阿
難
陀
婆
羅
）、
③
小
乗
阿
難
（
阿
難
賢
）
の
三
種
の
阿
難
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
乗
、
中
乗
（
縁
覚
乗
）、

小
乗
（
声
聞
乗
）
の
法
蔵
を
持
す
る
（
結
集
）
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、【
典
拠
】
に
示
し
た
通
り
、『
金
剛

仙
論
』
に
は
「
阿
難
海
・
阿
難
陀
婆
羅
・
阿
難
賢
」
の
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

【
原
文
】

教
時
義
二
云
、
問
。
若
約
顕
教
、
応
云
総
聞
。
若
於
秘
教
何
立
此
義
。
答
。
金
剛
頂
疏
答
此
問
云
、
涅
槃
経
云
、
阿
難
具
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足
八
種
不
可
思
議
。
其
第
八
云
悉
能
了
知
仏
秘
密
法
。
若
爾
、
阿
難
亦
知
秘
教
文
。

【
訓
読
】

『
教
（
１
）
時
義
』
二
に
云
く
、「
問
う
。
若
し
顕
教
に
約
せ
ば
、
応
に
総
（
２
）
じ
て
聞
く
と
云
う
べ
し
。
若
し
秘
教
に
於
て
何
ぞ
此
（
３
）

の
義
を
立
つ
る
や
。
答
う
。『
金
（
４
）
剛
頂
疏
』
に
此
の
問
に
答
え
て
云
く
、『
涅
（
５
）
槃
経
』
に
云
く
、
阿
難
は
八
種
の
不
可
思
議

を
具
足
す
。
其
の
第
八
を
悉
能
了
知
仏
秘
密
法
と
云
う
。
若
し
爾
ら
ば
、
阿
難
は
亦
た
秘
教
を
知
る
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
教
時
義
』：
安
然
『
教
時
問
答
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
〇
八
頁
上
）。

（
２
）
総
じ
て
聞
く
：
前
注
１
の
安
然
『
教
時
問
答
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
〇
八
頁
上
）
の
直
前
に
「
総
聞
、唯
在
二
侍
者
阿
難
一
」

と
あ
る
こ
と
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
阿
難
が
仏
の
説
を
総
じ
て
聞
い
た
と
い
う
こ
と
。

（
３
）	

此
の
義
：
前
注
１
の
前
に
、
円
仁
『
金
剛
頂
経
疏
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
於
二
六
波
羅
蜜
経
中
一
収
二
摂
法
宝
一
、

以
為
二

五
分
一
。
一
素
怛
䌫
、
二
毘
奈
耶
、
三
阿
毘
達
摩
、
四
般
若
波
羅
蜜
、
五
陀
羅
尼
門
。
而
挙
二

五
人
一
、
以

為
二
滅
後
伝
教
者
一
。
謂
阿
難
、
鄔
婆
離
、
迦
多
衍
那
、
曼
殊
師
利
、
金
剛
手
、
如
レ
次
令
三
各
受
二
持
一
蔵
一
。
若

依
二
此
義
一
、
応
レ
云
二
金
剛
手
之
我
聞
一
也
」（
大
正
七
五
・
四
〇
七
頁
下
～
四
〇
八
頁
上
）
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。
す
な

わ
ち
、
陀
羅
尼
門
（
密
教
）
の
結
集
者
が
金
剛
手
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
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（
４
）『
金
剛
頂
疏
』：
円
仁
『
金
剛
頂
経
疏
』
巻
一
（
大
正
六
一
・
二
二
頁
上
～
中
）
に
、「
涅
槃
経
中
、
仏
告
二
文
殊
一
、
阿

難
事
レ
仏
二
十
年
、具
二
足
八
種
不
可
思
議
一
。
一
、不
レ
受
二
別
請
一
。
二
、不
レ
受
二
故
衣
一
。
三
、不
二
非
時
見
一レ
仏
。
四
、

見
二
一
切
女
人
一
不
レ
生
二
欲
心
一
。
五
、
持
二
一
切
法
一
不
二
曾
再
問
一
。
唯
除
レ
問
下
於
二
釈
種
一
被
上
レ
殺
。
六
、
知
三
仏

所
二

入
定
一
。
七
、
知
下

至
二

仏
所
一

者
受
益
不
上
レ
同
。
八
、
悉
能
了
二

知
仏
秘
密
法
一
。
若
爾
者
、
応
レ

云
三

阿
難
亦

知
二
秘
教
一
也
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
５
）『
涅
槃
経
』：
慧
厳
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）
巻
三
六
（
大
正
一
二
・
八
四
九
頁
下
～
八
五
〇
頁
上
）
に
、「
文
殊
師

利
、
阿
難
事
レ
我
二
十
餘
年
、
具
二
足
八
種
不
可
思
議
一
。
何
等
為
レ
八
。
一
者
事
レ
我
已
来
二
十
餘
年
、
初
不
三
我

受
二
別
請
食
一
。
二
者
事
レ
我
已
来
、
初
不
レ
受
二
我
陳
故
衣
服
一
。
三
者
自
レ
事
レ
我
来
、
至
二
我
所
一
時
、
終
不
二
非

時
一
。
四
者
自
レ
事
レ
我
来
、
具
二
足
煩
悩
一
、
随
三
我
入
二
出
諸
王
・
刹
利
・
豪
貴
・
大
姓
一
、
見
二
諸
女
人
及
天
竜
女
一

不
レ
生
二
欲
心
一
。
五
者
自
レ
事
レ
我
来
、
持
二
我
所
説
十
二
部
経
一
、一
経
二
於
耳
一
曾
不
二
再
問
一
。
如
下
写
二
瓶
水
一
置
中

之
一
瓶
上
。
唯
除
二
一
問
一
。
…
…
（
中
略
）
…
…
六
者
自
レ
事
レ
我
来
、
雖
レ
未
三
獲
二
得
知
他
心
智
一
、
常
知
二
如
来
所

入
諸
定
一
。
七
者
自
レ
事
レ
我
来
、
未
レ
得
二
願
智
一
、
而
能
了
下
知
如
レ
是
衆
生
到
二
如
来
所
一
、
現
在
能
得
二
四
沙
門
果
一
、

有
二
後
得
者
一
、有
レ
得
二
人
身
一
、有
上
レ
得
二
天
身
一
。
八
者
自
レ
事
レ
我
来
、如
来
所
有
秘
密
之
言
悉
能
了
知
。
善
男
子
、

阿
難
比
丘
具
二
足
如
レ
是
八
不
思
議
一
。
是
故
、
我
称
二
阿
難
比
丘
一
為
二
多
聞
蔵
一
」
と
し
て
八
種
の
不
可
思
議
を
出

だ
す
中
の
八
番
目
に
、「
如
来
の
所
有
秘
密
の
言
を
悉
く
能
く
了
知
す
」
と
し
て
、
秘
密
を
了
知
す
る
徳
を
挙
げ
て

い
る
。
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【
解
説
】

資
料
編
の
第
六
の
文
は
安
然
『
教
時
問
答
』
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
、
顕
教
に
は
阿
難
が
仏
の
法
を
総
じ
て
聞
い
た
こ

と
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
密
教
の
結
集
者
は
金
剛
手
な
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
円
仁
『
金
剛
頂
経
疏
』
を
引
い

て
回
答
し
て
い
る
。『
金
剛
頂
経
疏
』
に
は
、『
涅
槃
経
』
に
、
阿
難
が
八
種
の
不
可
思
議
を
具
足
し
、
そ
の
八
番
目
が
「
悉

く
能
く
仏
の
秘
密
法
を
了
知
す
る
こ
と
」
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
阿
難
も
秘
教
（
密
教
）
を
仏
か
ら
説
か
れ
て

い
た
と
示
さ
れ
て
い
る
。

【
原
文
】

仏
心
経
下
云
、
爾
時
阿
難
、
処
大
衆
中
憯
然
憂
愁
。
於
其
中
間
諸
有
経
律
一
切
法
蔵
、
倶
然
掩
閉
。
…
…
（
中
略
）
…
…

爾
時
毘
盧
遮
那
如
来
、復
於
身
分
更
開
異
色
、無
量
威
徳
大
端
厳
光
。
…
…（
中
略
）…
…
告
諸
仏
言
、諸
大
聖
衆
、此
光
難
知
、

此
威
光
難
測
。
唯
有
大
聖
与
我
力
等
、
…
…
（
中
略
）
…
…

爾
時
阿
難
、
於
其
悶
中
、
心
有
少
省
。
強
自
意
持
、
即
問
盧
遮
那
言
、
世
尊
、
其
此
光
者
唯
説
諸
仏
耶
。

仏
言
、
善
男
子
、
唯
仏
能
知
。
雖
有
菩
薩
、
未
同
仏
見
。
…
…
（
中
略
）
…
…

阿
難
、
白
仏
言
、
世
尊
、
如
是
菩
薩
猶
故
不
知
。
一
切
衆
生
、
云
何
得
解
此
理
。
仏
言
、
汝
我
法
親
承
第
七
釈
迦
牟
尼
。

次
当
宣
説
。
一
切
衆
生
、
自
然
得
了
。
…
…
（
中
略
）
…
…



―117―

了賢撰『他師破決集』訳注（五）（別所）

爾
時
阿
難
、
即
問
釈
迦
牟
尼
言
、
世
尊
、
此
事
云
何
。
…
…
（
中
略
）
…
…

爾
時
如
来
、
告
阿
難
言
、
我
今
示
現
如
是
神
力
。
汝
等
、
遞
相
告
語
、
愼
勿
驚
怖
。
…
…
（
中
略
）
…
…

此
通
光
遍
十
方
界
有
大
威
徳
三
明
六
通
、
具
八
解
脱
。
如
法
修
者
直
至
仏
身
、
更
無
異
身
。
何
以
故
。
諸
仏
心
同
時
証
故
。

諸
如
来
同
印
可
故
。
我
盧
遮
那
者
是
仏
母
。
常
於
此
中
自
住
持
故
。
所
有
願
求
自
印
可
故
。
…
…
（
中
略
）
…
…
等
文
。

【
訓
読
】
※
内
容
理
解
の
頼
り
と
す
る
た
め
、【
原
文
】
の
中
略
部
を
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
よ
り
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
補
っ
た
箇
所
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
記
し
た
。

『
仏

（
１
）

心
経
』
下
に
云
く
、「
爾
時
阿
難
、
大
衆
中
に
処
し
て
憯
然
と
し
て
憂
愁
す
。
其
の
中
間
に
於
て
諸
有
の
経
・
律
の

一
切
法
蔵
、
倶
に
然
も
掩
閉
す
。
…
…
（
中
略
）
…
…

爾
時
毘
盧
遮
那
如
来
、
復
た
身
分
に
於
て
更
に
異
色
を
開
き
、
無
量
威
徳
大
端
厳
光
あ
り
。
其
の
光
普
く
照
ら
し
、
乃

ち
有
罪
・
無
罪
等
に
至
る
。
是
の
如
き
衆
生
は
皆
な
無
怖
を
得
。
復
た
光
中
に
於
て
演
説
し
微
細
の
音
声
あ
り
。
諸
仏
に

告
げ
て
言
く
、
諸
大
聖
衆
、
此
の
光
は
知
り
難
く
、
此
の
威
光
は
測
り
難
し
。
唯
だ
大
聖
の
み
有
り
て
我
が
力
と
等
し
く
、

我
が
心
と
等
し
く
、
我
が
慈
と
等
し
く
、
我
が
悲
と
等
し
く
、
我
が
解
と
等
し
く
、
我
が
知
と
等
し
く
、
我
が
弁
と
等
し
く
、

乃
し
世
界
所
有
の
知
量
に
至
る
ま
で
、
能
く
尽
く
知
る
者
は
、
即
ち
能
く
此
の
光
明
を
知
る
。
所
謂
る
因
縁
に
し
て
種
種

の
知
見
を
得
る
な
り
。

爾
時
阿
難
、
其
の
悶
中
に
於
て
、
心
に
少
省
有
り
。
強
き
自
意
を
も
て
持
し
て
、
即
ち
盧
遮
那
に
問
う
て
言
く
、
世
尊
、

其
れ
此
の
光
は
唯
だ
諸
仏
に
の
み
説
か
ん
や
。
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仏
の
言
く
、
善
男
子
、
唯
だ
仏
の
み
能
く
知
る
。
菩
薩
有
り
と
雖
も
、
未
だ
仏
の
見
に
同
じ
か
ら
ず
。

其
の
時
阿
難
、
前
ん
で
仏
足
を
礼
し
、
五
体
投
地
し
て
眼
中
に
涙
を
垂
れ
、
偈
を
以
て
問
う
て
曰
く
、

世
界
に
菩
薩
有
り
、
現
身
に
仏
と
為
る
こ
と
を
得
。
世
界
に
菩
薩
有
り
、
能
く
無
辺
の
身
に
化
す
。
…
…
（
中
略
）

…
…
云
何
が
此
の
人
等
、
此
の
因
縁
を
知
ら
ざ
る
や
。
若
し
此
れ
知
ら
ざ
る
者
な
ら
ば
、
下
愚
は
何
ぞ
能
く
了
せ
ん
。

爾
時
毘
盧
遮
那
仏
、
光
明
の
中
に
於
て
大
音
声
を
出
だ
し
、
阿
難
を
歎
じ
て
言
く
、
善
哉
、
仏
子
、
是
れ
等
の
菩
薩
は

大
慈
有
り
と
雖
も
慈
遍
か
ら
ざ
る
を
以
て
の
故
に
。
所
以
に
知
ら
ず
。
大
悲
有
り
と
雖
も
悲
遍
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
所
以

に
知
ら
ず
。
…
…（
中
略
）…
…
是
の
如
く
遍
か
ら
ざ
る
一
一
の
菩
薩
に
皆
な
悉
く
之
れ
有
り
。
若
し
遍
く
こ
と
を
得
れ
ば
、

仏
性
を
了
見
す
。
即
ち
能
く
我
を
知
る
。
此
の
事
、
仏
性
は
猶
お
故も
と

よ
り
未
だ
了
せ
ず
。
云
何
が
能
く
知
ら
ん
と
な
れ
ば
、

如
来
の
量
処
な
れ
ば
な
り
。

阿
難
、
仏
に
白
し
て
言
く
、
世
尊
、
是
の
如
き
菩
薩
は
猶
お
故
よ
り
知
ら
ず
。
一
切
衆
生
、
云
何
が
此
の
理
を
解
す
る

こ
と
を
得
ん
や
。
仏
の
言
く
、
汝
は
我
が
法
を
親
り
第
七
の
釈
迦
牟
尼
に
承
く
。
次
に
当
に
宣
説
す
べ
し
。
一
切
衆
生
、

自
然
に
了
す
る
こ
と
を
得
ん
。
能
く
奉
持
す
る
者
は
、
一
切
衆
生
、
自
然
に
我
が
所
説
を
解
す
る
こ
と
を
得
ん
。

爾
時
阿
難
、
即
ち
釈
迦
牟
尼
に
問
う
て
言
く
、
世
尊
、
此
の
事
云
何
ん
。
…
…
（
中
略
）
…
…

爾
時
如
来
、
阿
難
に
告
げ
て
言
く
、
我
れ
今
是
の
如
き
神
力
を
示
現
す
。
汝
等
、
遞た
が
い
　に
相
い
告
げ
て
語
り
て
、
愼
ん
で

驚
怖
す
る
こ
と
勿
れ
。
阿
難
、
即
ち
如
来
の
語
を
受
け
て
大
衆
に
告
げ
て
言
く
、
大
衆
当
に
知
る
べ
し
、
大
衆
当
に
知
る

べ
し
と
、
高
声
に
三
た
び
告
ぐ
。
其
の
時
阿
難
、
身
の
騰
る
を
覚
え
ず
し
て
虚
空
中
に
処
し
、
大
衆
仰
ぎ
観
て
、
阿
難
の
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身
を
見
て
謂
く
、
是
の
阿
難
は
無
礙
通
を
得
た
り
。
其
の
時
音
声
遍
く
阿
迦
尼
吒
天
に
至
り
、
所
有
世
界
、
尽
く
皆
な
知

聞
す
。
阿
難
、
仏
に
白
し
て
言
く
、
世
尊
に
遍
く
告
げ
已
訖
り
て
、
唯
だ
示
現
を
願
う
。
…
…
（
中
略
）
…
…

仏
、
諸
善
男
子
に
告
ぐ
。
此
の
通
光
は
十
方
界
に
遍
じ
て
大
威
徳
・
三
明
・
六
通
有
り
、
八
解
脱
を
具
す
。
如
法
に
修

す
る
者
は
直
に
仏
身
に
至
り
、
更
に
異
身
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
諸
仏
の
心
は
同
時
証
な
る
が
故
に
。
諸
如
来
は
同

印
可
な
る
が
故
に
。
我
が
盧
遮
那
は
是
れ
仏
母
な
り
。
常
に
此
の
中
に
於
て
自
ら
住
持
す
る
が
故
に
。
所
有
の
願
求
は
自

ら
印
可
す
る
が
故
に
。
…
…
（
中
略
）
…
…
」
等
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
仏
心
経
』：『
仏
心
経
』
巻
下
（
大
正
一
九
・
八
頁
下
～
九
頁
下
～
四
〇
八
頁
上
）。

【
解
説
】

資
料
編
の
第
七
の
文
は
『
仏
心
経
』
で
あ
る
。
こ
の
文
に
は
、
阿
難
と
毘
盧
遮
那
と
の
問
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
毘
盧
遮
那
の
音
声
を
阿
難
は
聞
く
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
密
教
の
結
集
者
が
阿
難
で
あ
る
こ
と
の
典
拠
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
、
こ
の
文
で
は
、
毘
盧
遮
那
は
光
明
よ
り
大
音
声
を
発
し
て
い
る
た
め
、
阿
難
は

毘
盧
遮
那
の
音
声
の
み
を
聞
き
、
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
毘
盧
遮
那
の
「
汝
は
我
が
法
を
親
り
第
七
の
釈
迦

牟
尼
に
承
く
」
と
い
う
音
声
の
通
り
、
阿
難
は
毘
盧
遮
那
の
法
を
釈
迦
牟
尼
よ
り
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
阿
難
は
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釈
迦
牟
尼
の
結
集
者
で
あ
っ
て
密
教
の
結
集
者
で
は
な
い
と
す
る
典
拠
に
も
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
原
文
】

教
時
義
二
云
、問
。
伝
法
菩
薩
誰
耶
。
答
。
若
約
結
集
主
是
金
剛
手
。
若
約
結
集
伴
者
亦
通
阿
難
也
。
問
。
何
以
知
之
。
答
。

金
剛
頂
疏
云
、
仏
、
於
六
波
羅
蜜
経
中
収
摂
法
宝
、
以
為
五
分
。
一
素
怛
覧
、
二
毘
奈
耶
、
三
阿
毘
達
摩
、
四
般
若
波
羅
蜜
、

五
陀
羅
尼
門
。
而
挙
五
人
、
以
為
滅
後
伝
教
者
。
謂
阿
難
、
鄔
波
離
、
迦
多
衍
那
、
曼
殊
室
利
、
金
剛
手
、
如
次
令
各
受

持
一
蔵
。
若
依
此
義
、
応
云
金
剛
手
之
我
聞
也
。
若
依
結
集
伴
者
、
義
、
通
阿
難
。
故
智
論
云
、
以
滅
度
後
、
文
殊
師
利
・

弥
勒
諸
大
菩
薩
、
亦
将
阿
難
集
此
摩
訶
衍
。
故
義
通
文
。

【
訓
読
】

『
教
（
１
）
時
義
』
二
に
云
く
、「
問
う
。
伝
法
の
菩
薩
と
は
誰
ぞ
や
。
答
う
。
若
し
結
集
の
主
に
約
せ
ば
是
れ
金
剛
手
な
り
。

若
し
結
集
の
伴
に
約
せ
ば
亦
た
阿
難
に
通
ず
る
な
り
。
問
う
。
何
を
以
て
之
れ
を
知
る
。
答
う
。『
金
（
２
）
剛
頂
疏
』に
云
く
、仏
、

『
六

（
３
）
波
羅
蜜
経
』
の
中
に
於
て
法
宝
を
収
摂
し
、
以
て
五
分
と
為
す
。
一
に
は
素
怛
覧
、
二
に
は
毘
奈
耶
、
三
に
は
阿
毘

達
摩
、
四
に
は
般
若
波
羅
蜜
、
五
に
は
陀
羅
尼
門
な
り
。
而
し
て
五
人
を
挙
げ
て
、
以
て
滅
後
の
伝
教
者
と
為
す
。
謂
く

阿
難
、
鄔
波
離
、
迦
多
衍
那
、
曼
殊
室
利
、
金
剛
手
、
次
い
で
の
如
く
各
の
一
蔵
を
受
持
せ
し
む
。
若
し
此
の
義
に
依
ら
ば
、

応
に
金
剛
手
の
我
聞
な
り
と
云
う
べ
き
な
り
。
若
し
結
集
の
伴
に
依
ら
ば
、
義
、
阿
難
に
通
ず
。
故
に
『
智
（
４
）
論
』
に
云
く
、
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滅
度
の
後
を
以
て
、
文
殊
師
利
・
弥
勒
の
諸
大
菩
薩
、
亦
た
阿
難
を
将
て
此
の
摩
訶
衍
を
集
む
。
故
に
義
通
ず
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
教
時
義
』：
安
然
『
教
時
問
答
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
〇
七
頁
下
〜
四
〇
八
頁
上
）。

（
２
）『
金
剛
頂
疏
』：
円
仁
『
金
剛
頂
経
疏
』
巻
一
（
大
正
六
一
・
二
一
頁
下
）。

（
３
）『
六
波
羅
蜜
経
』：『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
（
大
正
八
・
八
六
八
頁
下
）
に
、「
復
次
慈
氏
我
滅
度
後
、
令
下

阿
難
陀
受
二
持
所
レ
説
素
咀
纜
蔵
一
、
其
鄔
波
離
受
二
持
所
レ
説
毘
奈
耶
蔵
一
。
迦
多
衍
那
受
二
持
所
レ
説
阿
毘
達
磨
蔵
一
、

曼
殊
室
利
菩
薩
受
二
持
所
レ
説
大
乗
般
若
波
羅
蜜
多
一
。
其
金
剛
手
菩
薩
受
中
持
所
レ
説
甚
深
微
妙
諸
総
持
門
上
」
と
あ

る
こ
と
を
指
す
。

（
４
）『
智
論
』：『
大
智
度
論
』
巻
一
〇
〇
（
大
正
二
五
・
七
五
六
頁
中
）。

【
解
説
】

資
料
編
の
第
八
の
文
は
安
然
『
教
時
問
答
』
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
、
伝
法
の
菩
薩
（
密
教
に
お
け
る
結
集
者
）
が
誰
で

あ
る
の
か
と
の
問
い
に
対
し
、
結
集
者
に
は
主
伴
の
観
点
が
あ
る
と
回
答
す
る
。
密
教
に
お
い
て
は
金
剛
手
が
主
、
阿
難

は
伴
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
、
円
仁
『
金
剛
頂
経
疏
』
に
示
さ
れ
る
『
六
波
羅
蜜
経
』
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
結
集

者
を
主
の
観
点
で
見
る
な
ら
ば
、
素
怛
覧
は
阿
難
、
毘
奈
耶
は
鄔
波
離
、
阿
毘
達
摩
は
迦
多
衍
那
、
般
若
波
羅
蜜
は
曼
殊
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室
利
、
陀
羅
尼
門
は
金
剛
手
が
そ
れ
ぞ
れ
結
集
者
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
結
集
者
を
伴
の
観
点
よ
り
み
れ
ば
、
こ
れ

ら
す
べ
て
が
阿
難
に
通
ず
る
と
す
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
、『
大
智
度
論
』
に
、
文
殊
・
弥
勒
が
、
阿
難
を
も
ち
い
て
大

乗
を
集
め
た
と
の
記
述
を
引
き
、大
乗
の
結
集
に
文
殊
・
弥
勒
の
み
な
ら
ず
、阿
難
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
原
文
】

智
証
疏
鈔
云
、
如
是
我
聞
者
、
約
已
開
門
為
阿
難
我
。
若
爾
、
阿
難
非
大
日
侍
者
。
何
称
我
聞
。
阿
闍
梨
云
、
約
法
界
通

開
義
無
其
妨
難
文
。

【
訓
読
】

智
（
１
）
証
の
『
疏
鈔
』
に
云
く
、「
如
是
我
聞
と
は
、
已
開
門
に
約
せ
ば
阿
難
の
我
と
為
す
。
若
し
爾
ら
ば
、
阿
難
は
大
日

の
侍
者
に
非
ず
。
何
ぞ
我
聞
と
称
せ
ん
。
阿
闍
梨
の
云
く
、
法
界
通
開
の
義
に
約
せ
ば
其
の
妨
難
無
し
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）
智
証
の
『
疏
鈔
』：
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）『
大
日
経
疏
鈔
』（
仏
全
二
六
・
六
七
六
頁
上
～
下
）。

【
解
説
】
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資
料
編
の
第
九
の
文
は
円
珍
『
大
日
経
疏
鈔
』
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
、阿
難
は
大
日
如
来
の
侍
者
で
は
な
い
た
め
、『
大

日
経
』
の
「
如
是
我
聞
」
の
「
我
」
は
阿
難
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、阿
闍
梨
（
詳
細
不
明
）
の
説
と
し
て
、

法
界
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
通
じ
て
い
て
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
よ
り
述
べ
れ
ば
、
密
教
も
阿
難
の
結
集
と
い
っ
て

も
妨
げ
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

【
原
文
】

教
時
義
二
云
、
問
。
探
経
首
尾
、
但
列
菩
薩
不
渉
声
聞
。
何
通
阿
難
。
答
。
疏
答
此
問
云
、
経
在
極
略
而
列
菩
薩
不
多
。

何
況
声
聞
。
於
海
会
中
有
声
聞
衆
。
阿
難
何
独
無
。
故
金
剛
頂
云
、
其
金
剛
阿
闍
梨
、
応
思
惟
外
壇
中
舎
利
弗
等
無
量
比

丘
来
詣
者
云
云
。
又
大
日
経
云
、
東
方
初
門
中
画
釈
迦
牟
尼
・
声
聞
・
縁
覚
衆
等
云
云
。
又
天
竺
曼
荼
羅
列
阿
難
等
一
切
声

聞
及
旃
檀
香
等
縁
覚
衆
也
。
故
知
。
阿
難
亦
従
大
日
如
来
総
聞
秘
教
文
。

【
訓
読
】

『
教

（
１
）
時
義
』二
に
云
く
、「
問
う
。経
の
首
尾
を
探
る
に
、但
だ
菩
薩
の
み
を
列
し
て
声
聞
に
渉
ら
ず
。何
ぞ
阿
難
に
通
ぜ
ん
。

答
う
。『
疏
（
２
）
』
に
此
の
問
に
答
え
て
云
く
、経
は
極
略
に
在
り
て
菩
薩
を
列
す
る
こ
と
多
か
ら
ず
。
何
に
況
ん
や
声
聞
を
や
。

海
会
中
に
於
て
声
聞
衆
有
り
。
阿
難
の
何
ぞ
独
り
無
か
ら
ん
。
故
に
『
金
（
３
）
剛
頂
』
に
云
く
、
其
の
金
剛
阿
闍
梨
、
応
に
外

壇
の
中
に
舎
利
弗
等
の
無
量
の
比
丘
の
来
詣
者
を
思
惟
す
べ
し
と
云
云
。
又
『
大
（
４
）
日
経
』
に
云
く
、
東
方
の
初
門
の
中
に
釈
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迦
牟
尼
・
声
聞
・
縁
覚
衆
等
を
画
け
と
云
云
。
又
天
竺
の
曼
荼
羅
に
阿
難
等
の
一
切
声
聞
及
び
旃
檀
香
等
の
縁
覚
衆
を
列
す

る
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
。
阿
難
も
亦
た
大
日
如
来
よ
り
総
じ
て
秘
教
を
聞
く
こ
と
を
」
と
文
り
。

【
典
拠
】

（
１
）『
教
時
義
』：
安
然
『
教
時
問
答
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
〇
八
頁
上
）。

（
２
）『
疏
』：
円
仁
『
金
剛
頂
経
疏
』
巻
一
（
大
正
六
一
・
二
二
頁
中
）。

（
３
）『
金
剛
頂
』：『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』
巻
三
（
大
正
一
八
・
二
四
一
頁
上
）
に
「
其
金
剛
阿
闍
梨
、
応
下
思
二
惟

是
等
及
餘
一
、
置
中
外
壇
中
上
。
毘
盧
遮
那
等
諸
天
、
止
二
住
欲
界
一
者
、
意
楽
三
調
二
伏
煩
悩
一
者
、
及
舎
利
弗
等
無
量

諸
比
丘
来
詣
者
、
皆
思
二
惟
之
一
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
４
）『
大
日
経
』：『
大
日
経
』
巻
一
（
大
正
一
八
・
七
頁
中
）
に
、「
東
方
初
門
中　

画
二
釈
迦
牟
尼
一
」
と
あ
る
も
の
の
、
声

聞
・
縁
覚
を
曼
荼
羅
に
画
く
こ
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
法
全
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
悲
生

曼
荼
羅
広
大
成
就
儀
軌
供
養
方
便
会
』
巻
二
（
大
正
一
八
・
一
二
〇
頁
中
）、
い
わ
ゆ
る
『
玄
法
寺
儀
軌
』
に
は
、「
持

真
言
行
者
、
次
往
二
第
三
院
一
。
東
方
初
門
中
、
釈
迦
師
子
壇
。
…
…
（
中
略
）
…
…
栴
檀
香
辟
支
、
多
摩
羅
香
等
、

目
連
・
須
菩
提
、
迦
葉
・
舎
利
弗
、
如
来
并
喜
・
捨
、
傘
上
如
来
牙
、
輪
輻
・
辟
支
仏
、
宝
輻
辟
支
仏
、
拘
絺
羅
・

阿
難
、
迦
旃
・
憂
波
離
、
智
・
供
養
雲
海
」
と
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
と
と
も
に
声
聞
・
縁
覚
が
画
か
れ
て
い
る
。

同
じ
く
法
全
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎
蔵
菩
提
幢
標
幟
普
通
真
言
蔵
広
大
成
就
瑜
伽
』
巻
下
（
大
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正
一
八
・
一
五
八
頁
下
～
一
五
九
頁
上
）、
い
わ
ゆ
る
『
青
龍
寺
儀
軌
』
に
も
同
文
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
大
日

経
』
と
あ
る
も
の
の
、
あ
る
い
は
『
玄
法
寺
儀
軌
』
や
『
青
龍
寺
儀
軌
』
を
指
す
か
。

【
解
説
】

資
料
編
の
第
十
の
文
は
安
然
『
教
時
問
答
』
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
、『
大
日
経
』
に
は
菩
薩
の
み
が
列
さ
れ
声
聞
の

記
載
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
結
集
者
を
阿
難
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、『
金
剛
頂
経
疏
』

の
記
述
に
よ
っ
て
回
答
し
て
い
る
。『
金
剛
頂
経
疏
』
に
は
、
経
は
極
め
て
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
菩
薩
の
名
で

す
ら
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
間
々
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
声
聞
衆
も
略
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
実
に
は
存
し
て
い
る
と

す
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
、『
略
出
念
誦
経
』
に
曼
荼
羅
の
外
壇
に
舎
利
弗
等
を
思
惟
せ
よ
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
『
大
日
経
』（『
玄
法
寺
儀
軌
』
或
い
は
『
青
龍
寺
儀
軌
』
か
）
に
、
曼
荼
羅
東
方
の
初
門
に
釈
迦
・
声
聞
・
縁
覚
衆
を
画
け

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
り
、
阿
難
も
大
日
如
来
の
説
会
に
列
し
て
密
教
を
聞
い
て

い
た
と
し
て
い
る
。

【
原
文
】

又
云
、
若
約
大
悲
胎
蔵
曼
荼
羅
義
、
四
重
海
会
皆
是
遍
法
界
身
。
金
剛
界
身
。
故
以
遍
法
界
阿
難
之
耳
、
普
聞
遍
法
界
大

日
之
説
。
例
如
釈
迦
託
摩
耶
胎
、
胎
如
法
界
、
一
切
法
身
・
菩
薩
集
会
、
猶
雲
籠
月
、
託
胎
出
胎
。
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【
訓
読
】

又
（
１
）
云
く
、「
若
し
大
悲
胎
蔵
曼
荼
羅
の
義
に
約
せ
ば
、
四
重
海
会
は
皆
な
是
れ
遍
法
界
身
な
り
。
金
剛
界
身
な
り
。
故

に
法
界
に
遍
ず
る
阿
難
の
耳
を
以
て
、
普
く
法
界
に
遍
ず
る
大
日
の
説
を
聞
く
。
例
え
ば
釈
迦
の
摩
耶
の
胎
に
託
せ
し
と

き
、
胎
は
法
界
の
如
く
に
し
て
、
一
切
の
法
身
・
菩
薩
集
会
す
る
こ
と
、
猶
お
し
雲
の
月
を
籠
り
た
る
が
ご
と
く
、
託
胎

出
胎
す
る
が
如
し
」
と
。

【
典
拠
】

（
１
）
又
云
く
：
安
然
『
教
時
問
答
』
巻
二
（
大
正
七
五
・
四
〇
八
頁
中
）。

【
解
説
】

資
料
編
の
第
十
一
の
文
は
安
然
『
教
時
問
答
』
で
あ
る
。
こ
の
文
で
は
、
大
悲
胎
蔵
曼
荼
羅
（『
教
時
問
答
』
本
文
で
は

「
大
悲
蔵
曼
荼
羅
」）
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
四
重
の
曼
荼
羅
に
画
か
れ
た
諸
尊
は
遍
法
界
身
、
金
剛
界
身
で
あ
る
た
め
、
そ

こ
に
画
か
れ
た
阿
難
も
法
界
に
遍
満
し
て
い
る
。
そ
の
法
界
に
遍
満
す
る
阿
難
の
耳
で
、
同
じ
く
法
界
に
遍
ず
る
大
日
如

来
の
説
法
を
聞
く
の
で
あ
る
か
ら
、
大
日
如
来
の
結
集
者
が
阿
難
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
説
の
例
と
し
て
、
釈
尊
の
入
胎
・
出
胎
を
挙
げ
て
い
る
。
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【
原
文
】　

智
証
釈
云
、
於
法
界
宮
説
大
日
経
、
唯
有
菩
薩
無
声
聞
衆
。
誰
人
聞
持
結
集
流
伝
人
間
耶
。

答
。
猶
如
常
、
説
阿
難
開
持
文
殊
結
集
。

諮
問
。
若
爾
、
経
中
只
列
金
剛
手
及
菩
薩
衆
、
不
列
声
聞
一
人
。
何
因
名
為
阿
難
聞
持
耶
。

答
。
経
文
略
挙
上
首
故
云
、
十
仏
微
塵
数
衆
。
明
知
、
阿
難
在
中
列
。

又
諮
。
十
仏
微
塵
数
衆
者
、
只
是
普
賢
・
執
金
剛
等
眷
属
非
声
聞
衆
。

答
。
曼
荼
羅
中
阿
難
有
之
。
故
知
、
可
在
也
。

又
諮
。如
来
従
本
垂
迹
三
重
曼
荼
羅
、随
機
、随
時
示
現
加
具
。然
則
阿
難
在
第
二
重
釈
迦
眷
属
之
中
。何
由
聞
持
大
日
所
説
。

答
。
所
言
従
初
重
現
第
二
重
院
、
従
第
二
重
現
第
三
重
者
、
此
只
言
説
次
第
也
。
但
於
実
義
、
三
重
一
時
靡
不
具
足
。
凡

此
曼
荼
羅
衆
、
内
能
知
外
、
外
能
知
内
。
彼
此
融
通
知
見
平
等
。
加
以
、
阿
難
至
此
教
時
、
悟
与
大
菩
薩
斉
。
相
能
堪
聞

持
也
云
云

【
訓
読
】

智
（
１
）
証
の
釈
に
云
く
、「
法
界
宮
に
於
て
『
大
日
経
』
を
説
く
に
、
唯
だ
菩
薩
の
み
有
り
て
声
聞
衆
無
し
。
誰
人
か
聞
持

し
結
集
し
て
人
間
に
流
伝
す
る
や
。
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答
う
。
猶
お
常
の
如
く
、
阿
難
聞
持
し
文
殊
結
集
す
と
説
く
。

諮
問
す
。
若
し
爾
ら
ば
、
経
中
に
只
だ
金
剛
手
及
び
菩
薩
衆
を
列
し
、
声
聞
一
人
を
も
列
せ
ず
。
何
に
因
て
名
け
て
阿

難
の
聞
持
と
や
せ
ん
。

答
う
。
経
文
は
略
し
て
上
首
を
挙
ぐ
る
が
故
に
、「
十
（
２
）
仏
微
塵
数
衆
」
と
云
う
。
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
、
阿
難
は
中
に
在

り
て
列
す
る
こ
と
を
。

又
諮
る
。
十
仏
微
塵
数
衆
と
は
、
只
だ
是
れ
普
賢
・
執
金
剛
等
の
眷
属
に
し
て
声
聞
衆
に
非
ず
。

答
う
。
曼
荼
羅
の
中
に
阿
難
之
れ
有
り
。
故
に
知
ん
ぬ
、
在
る
べ
き
な
り
。

又
諮
る
。
如
来
従
本
垂
迹
の
三
重
曼
荼
羅
、
機
に
随
い
、
時
に
随
い
て
示
現
し
て
加
具
せ
り
。
然
れ
ば
則
ち
阿
難
は
第

二
重
釈
迦
眷
属
の
中
に
在
り
。
何
に
由
て
か
大
日
の
所
説
を
聞
持
せ
ん
。

答
う
。
言
う
所
の
「
初
（
３
）
重
よ
り
第
二
重
院
を
現
じ
、
第
二
重
よ
り
第
三
重
を
現
ず
」
と
は
、
此
れ
只
だ
言
説
の
次
第
な

り
。
但
だ
実
義
に
於
て
は
、
三
重
一
時
に
具
足
せ
ざ
る
こ
と
靡な
　

し
。
凡
そ
此
の
曼
荼
羅
衆
は
、
内
は
能
く
外
を
知
り
、
外

は
能
く
内
を
知
る
。
彼
此
融
通
し
て
知
見
平
等
な
り
。
加
し
か
の
み
な
ら
ず
以
、
阿
難
の
此
の
教
に
至
る
時
、
悟
り
大
菩
薩
と
斉
し
き
な
り
。

相
い
能
く
聞
持
す
る
に
堪
え
た
る
な
り
」
と
云
云

【
典
拠
】

（
１
）
智
証
の
釈
：『
曼
荼
羅
問
答
』（
日
蔵
七
九
・
二
二
六
頁
上
～
下
）。
た
だ
し
、
本
書
標
題
の
下
に
は
「
慈
覚
大
師
向問
歟

法
全



―129―

了賢撰『他師破決集』訳注（五）（別所）

和
尚
等
答
」（
日
蔵
七
九
・
二
二
六
頁
上
）
と
あ
る
た
め
、円
珍
（
智
証
大
師
）
で
は
な
く
円
仁
（
慈
覚
大
師
）
で
あ
ろ
う
か
。

木
内
堯
央
氏
は
、
本
書
解
題
（
日
蔵
九
九
・
三
一
頁
上
～
下
）
に
お
い
て
、
円
仁
の
門
人
が
問
い
、
円
仁
が
答
え
た
も

の
で
は
な
い
か
と
推
論
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
対
校
本
の
一
つ
の
奥
書
（
日
蔵
七
九
・
二
三
四
頁
上
）
に
は
、「
山
王

院
智
証
大
師
在
唐
時
記
不
レ
可
レ
穴
可
レ
秘
レ
之
／
于
時
元
亨
三
年
三
月
六
日
於
二
甲
州
横
眼
寺
一
書
レ
之
／
仏
子　

能

信
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
了
賢
は
、
こ
の
対
校
本
系
統
の
本
を
用
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
『
曼
荼
羅
問
答
』
の
文
は
、
杲
宝
『
宝
冊
鈔
』
巻
一
〇
（
大
正
七
七
・
八
三
二
頁
上
）
に
も
引
か
れ
て

い
る
が
、「
曼
荼
羅
問
答
慈
覚
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
円
仁
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
２
）
十
仏
微
塵
数
衆
：『
大
日
経
』
巻
一
（
大
正
一
八
・
一
頁
上
）
に
「
如
レ
是
我
レ
聞
。
一
時
薄
伽
梵
、
住
二
如
来
加
持
広

大
金
剛
法
界
宮
一
、一
切
持
金
剛
者
、
皆
悉
集
会
。
如
来
信
解
遊
戯
神
変
生
大
楼
閣
宝
王
、
高
無
中
辺
、
諸
大
妙
宝
王
、

種
種
間
飾
、
菩
薩
之
身
為
二
師
子
座
一
。
其
金
剛
名
曰
二
虚
空
無
垢
執
金
剛
、
…
…
（
中
略
）
…
…
金
剛
手
秘
密
主
一
。

如
レ
是
上
首
、十
仏
刹
微
塵
数
等
持
金
剛
衆
倶
。
及
普
賢
菩
薩
、…
…
（
中
略
）
…
…
除
一
切
蓋
障
菩
薩
等
諸
大
菩
薩
、

前
後
囲
繞
而
演
二
説
法
一
。
所
謂
越
二
三
時
一
如
来
之
日
、
加
持
故
、
身
・
語
・
意
平
等
句
法
門
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。

（
３
）
初
重
～
現
ず
：『
大
日
経
疏
』
巻
三
（
大
正
三
九
・
六
一
〇
頁
中
）
に
「
以
二
如
レ
是
衆
徳
、輪
円
周
備
一
故
名
二
漫
荼
羅
一
也
。

然
以
二
如
来
加
持
一
故
、
従
二
仏
菩
提
自
証
之
徳
一
現
二
八
葉
中
胎
蔵
身
一
、
従
二
金
剛
密
印
一
現
二
第
一
重
金
剛
手
等
諸

内
眷
属
一
、
従
二
大
悲
万
行
一
現
二
第
二
重
摩
訶
薩
埵
諸
大
眷
属
一
、
従
二
普
門
方
便
一
現
二
第
三
重
一
切
衆
生
喜
見
随
類

之
身
一
」
と
あ
る
こ
と
を
指
す
。
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【
解
説
】

資
料
編
の
第
十
二
の
文
は
『
曼
荼
羅
問
答
』
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
四
重
の
問
答
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず

初
重
の
問
答
で
は
、『
大
日
経
』
の
説
会
に
は
菩
薩
の
み
が
列
し
て
い
て
声
聞
は
お
ら
ず
、誰
が
大
日
如
来
の
説
法
を
聞
き
、

誰
が
結
集
し
て
人
間
に
流
伝
し
た
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
阿
難
の
聞
持
、
文
殊
の
結
集
と
回
答
し
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
て
二
重
の
難
で
は
、（
初
重
の
難
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
）『
大
日
経
』
の
中
に
金
剛
手
や
菩
薩
集
を
列
し
て
、

阿
難
な
ど
の
声
聞
衆
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
阿
難
の
聞
持
と
い
う
の
か
と
質
問
す
る
。
こ
の
難

に
対
し
、
経
文
は
略
し
て
上
首
の
菩
薩
の
み
を
挙
げ
た
の
で
あ
り
、
実
に
は
阿
難
が
『
大
日
経
』
に
説
か
れ
る
「
十
仏
微

塵
数
衆
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
回
答
を
受
け
て
三
重
の
難
で
は
、「
十
仏
微
塵
数
衆
」
と
は
普
賢
や
執
金
剛
等
の
眷
属
で
あ
っ
て
声
聞
衆
で
は
な

い
と
難
ず
る
。
こ
れ
に
対
し
、
胎
蔵
曼
荼
羅
（
現
図
）
の
中
に
阿
難
が
画
か
れ
て
い
る
た
め
、
大
日
如
来
の
説
会
に
阿
難

が
列
し
て
い
た
と
回
答
し
て
い
る
。

第
四
重
の
問
答
で
は
、
曼
荼
羅
に
お
け
る
阿
難
の
座
位
を
問
題
と
し
て
い
る
。
如
来
の
説
い
た
三
重
の
曼
荼
羅
は
、
機

根
や
時
に
従
っ
て
現
れ
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
重
の
釈
迦
院
の
阿
難
は
、
大
日
の
説
法
を
直
接
聞
持
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
難
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、『
大
日
経
疏
』
に
お
い
て
「
初
重
よ
り
第
二
重
を
現
じ
、

第
二
重
よ
り
第
三
重
を
現
ず
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
は
言
説
に
よ
っ
て
表
現
し
た
た
め
に
こ
の
次
第
と
な
っ
た
の
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で
あ
り
、
実
に
は
こ
の
三
重
の
曼
荼
羅
は
、
一
時
に
具
わ
っ
た
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
曼
荼
羅
に
画
か
れ
た

聖
衆
は
、
内
は
外
を
、
外
は
内
を
知
る
関
係
で
あ
り
、
融
通
し
て
平
等
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
阿
難
が
こ
の
教
え

を
聞
く
に
至
っ
た
時
、
阿
難
の
覚
っ
た
教
え
は
大
菩
薩
衆
と
平
等
で
あ
る
た
め
、
阿
難
は
大
日
如
来
の
説
法
を
聞
く
に
堪

え
た
る
者
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
引
用
が
、
本
条
目
で
問
者
（
結
集
者
阿
難
派
）・
答
者
（
結
集
者
金
剛
薩
埵
派
）
の
ど
ち
ら
の
見
解
の
証
文
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

問
者
の
見
解
の
証
文
…
…
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

答
者
の
見
解
の
証
文
…
…
①
②
④

両
方
の
証
文
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
…
…
⑦

本
条
目
の
問
答
で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
…
…
③
⑤

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、『
大
日
経
』
の
結
集
者
を
東
密
で
は
金
剛
薩
埵
と
し
、
台
密
で
は
阿
難
と
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
答
者
の
証
文
と
し
て
い
る
④
は
安
然
の
『
教
時
問
答
』
の
引
用
で
あ
る
が
、こ
れ
は
『
正
法
念
経
』『
阿

含
経
』『
集
法
伝
』
に
数
種
の
阿
難
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
答
者
は
、
こ
こ
に
密
教
経
典
を
結
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集
し
た
阿
難
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
大
日
経
』
の
阿
難
結
集
を
否
定
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
よ
り
み
れ
ば
、本
条
目
の
問
答
で
直
接
用
い
ら
れ
て
い
な
い
③
『
大
乗
義
章
』、⑤
『
仁
王
般
若
経
疏
』

も
、
大
乗
経
典
を
結
集
し
た
阿
難
の
名
を
挙
げ
る
も
の
の
、
密
教
経
典
を
結
集
し
た
阿
難
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
た
め
、

答
者
の
見
解
側
の
証
文
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
註

１	『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
二
一
二
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

２	『
仁
和
寺
史
料
』「
寺
誌
編
一
」
三
二
八
頁
（
吉
川
弘
文
館
・
二
〇
一
三
）。

３
こ
の
「
毛
利
時
賢
」
と
「
毛
利
親
宗
」
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
尚
、
了
賢
の

事
績
等
に
つ
い
て
は
『
密
教
大
辞
典
』
や
『
真
言
宗
全
書
』
解
題
「
著
者
略
伝
」（
三
三
九
頁
上
～
三
四
〇
頁
上
）
に
詳
し
い
。

４ 『
真
言
宗
全
書
』
解
題
（
一
二
六
頁
下
～
一
二
九
頁
下
）。

５ 『
他
師
破
決
集
』
巻
二
（
真
全
二
一
・
二
五
八
頁
上
）。

６ 『
他
師
破
決
集
』
巻
五
（
真
全
二
一
・
三
〇
八
頁
下
）。

７	『
真
言
宗
全
書
』
解
題
で
は
、「
大
覚
寺
殿
」
を
「
性
円
親
王
歟
」
と
推
測
し
て
い
る
（
一
二
九
頁
上
）。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
了
賢
、『
他
師
破
決
集
』、『
大
日
経
』
結
集
者


